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今定例会は、９月１日（火）から９月18日（金）
までの18日間の会期で開かれました。市長から提出
された議案24件、報告３件をすべて可決・認定し、
議員提出議案の２件もすべて可決しました。
主な内容をピックアップして紹介します。

令和２年度能美市一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ８億円を追加し、予算の総額は

287億3,700万円となりました。

新型コロナウイルス感染症対策の強化については、「安全安心対策」「家計対策」「経済対策」を３本の

柱とした予算が追加されました。

令和2年9月定例会

令和２年度能美市一般会計補正予算（第５号）

新型コロナウイルス感染症対策に５億8,983万円を追加

ックアップピ

実質収支は５億6,952万1,064円の黒字決算に
令和元年度一般会計決算は、歳入総額236億4,791万6,579円に対し、歳出総額228億7,958万2,252円と、

歳入歳出ともに平成30年度決算額を上回りました。歳入歳出差引額から翌年度への繰越財源を差し引いた

実質収支は、５億6,952万1,064円の黒字決算となり、このうち３億円を財政調整基金に積み立て、残り

２億6,952万1,064円を翌年度へ繰り越すこととなりました。

  財政調整基金

地方公共団体が年度間の財源の変動に備えて積み立てておく貯金のこと。災害などにより予期せぬ支出・

減収が生じた際に、財源不足を補填するために活用します。

なお、令和元年度末の基金現在残高は、38億4,304万6,681円です。

令和元年度能美市一般会計歳入歳出決算

安全な検査・診察環境を整えるため、発熱者専
用の診察スペースを整備

院内感染防止対策事業
（1,610万円）

小中学校の衛生環境を整えるため、トイレ手洗
いの自動水栓化を実施

小中学校施設改修事業
（2,056万円）

コミュニティバス「のみバス」に、運転席の間
仕切り設置と車内の抗ウイルス加工、Web上で
バスの位置情報がリアルタイムに把握できるシ
ステムを導入

コミュニティバス運行支援事業
（830万円）

寺井・根上窓口センターにマイナンバーカード
を利用した行政証明書窓口受付システムを導入

行政証明書窓口受付システム導入事業
（652万円）

避難所の感染症対策強化のためのパーテーショ
ンや非常用電源等を追加整備

災害緊急時備蓄品費
（5,000万円）

休校が続いたことによる教育の遅れを取り戻す
ため、授業支援を行うスクールサポートスタッ
フを増員

スクールサポートスタッフ配置事業
（618万円）

安全安心対策（2億3,275万円）

新型コロナウイルス感染症拡大の中、出産され
たママの子育てを応援。令和２年４月28日から
令和３年３月31日までに出産した方を対象に、
子ども１人あたり10万円を支給

ママの出産♡子育て応援事業
（3,761万円）

売上が減少している市内施設・店舗で使える
『のみ応援特典券』の第２弾を実施。購入金額
の50％が割引となる特典券5千円分（2千円券２
枚＋千円券１枚）を広報のみ10月号の紙面に印
刷して発行（令和2年12月31日まで有効）

市内施設・店舗応援事業
（8,572万円）

家計対策（1億5,947万円）

生産調整や感染拡大防止のため工場等を休止し、
売上が減少している市内事業所等に対し、雇用
維持・設備維持を支援

雇用等維持支援事業
（9,200万円）

市内に住民票を有する者（見込含む）を新規採
用（新卒者）する企業を支援。採用者１人あた
り10万円を支給

新規採用者確保支援事業
（1,400万円）

新たにインターネットを活用した販売サイト
（ECサイト）を立ち上げ、販路拡大に向けた取
り組みを行う事業者を支援

販路拡大支援事業
（1,000万円）

能美市のお土産品や食の魅力を発信するWebサ
イトを整備し、売上が落ち込んでいる店舗を情
報発信の面で支援

のみブランド化推進事業
（3,600万円）

経済対策（1億9,761万円）

※金額は1万円未満を切り捨てて表示

など

など

など

表紙の写真
左上から時計回りの順に、能美ふるさとミュージアムの外観、テーマ展示室「能美電が走っていた時代」、こどもミュージアムのみっけ、
テーマ展示室「能美の誕生」、体験棟、テーマ展示室「能

よ

き美しき能美の自然」。



第68号　能美市議会だより第68号　能美市議会だより 23
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減収が生じた際に、財源不足を補填するために活用します。

なお、令和元年度末の基金現在残高は、38億4,304万6,681円です。
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安全な検査・診察環境を整えるため、発熱者専
用の診察スペースを整備

院内感染防止対策事業
（1,610万円）

小中学校の衛生環境を整えるため、トイレ手洗
いの自動水栓化を実施

小中学校施設改修事業
（2,056万円）

コミュニティバス「のみバス」に、運転席の間
仕切り設置と車内の抗ウイルス加工、Web上で
バスの位置情報がリアルタイムに把握できるシ
ステムを導入

コミュニティバス運行支援事業
（830万円）
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たママの子育てを応援。令和２年４月28日から
令和３年３月31日までに出産した方を対象に、
子ども１人あたり10万円を支給
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家計対策（1億5,947万円）

生産調整や感染拡大防止のため工場等を休止し、
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賛  成
北村 周士
議 員

　9月18日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の
意見を表明することを言います。概要は次のとおりです。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

反  対
近藤 啓子
議 員

(日本共産党)

令和元年度能美市一般会計歳入歳出決算

今定例会において報告のあった、財政的な一つの目安でもある「令和元年度決算に
基づく能美市健全化判断比率及び資金不足比率」によると、「実質赤字比率」や「連
結実質赤字比率」は実質収支の赤字や資金不足が発生していない。
また、「実質公債費比率」と「将来負担比率」においては、いずれの数値も改善さ
れており、両比率とも「イエローカード」とも言われる早期健全化基準を大きく下回
っている。
これらのことから、令和元年度決算での能美市の財政は十分に健全な状態にあると
言える。
歳出面においては、子育てや医療介護、また地域の防災・減災対策、雇用の確保な

どの喫緊の財政需要への対応に加え、長期化する新型コロナウイルス感染症への対策
などへの多額の支出が予想される。
執行部においては、このような山積する課題に対し、都度、適切な対応により、引
き続き健全な財政運営にあたられることを期待するもので、本定例会に上程された全
ての議案に賛成の意を表する。

令和元年度は、消費税が８％になり、景気が低迷している中、10月にはさらに消費
税が10％に引き上げられた。その上、年度末には新型コロナウイルス感染症によって
景気は厳しさを増し、戦後最悪の景気動向となっている。
消費税10％への増税は景気悪化が懸念され、プレミアム付商品券事業、低年金者へ
の年金生活支援金、介護保険料の軽減、幼児教育の無償化と市民への還元もされたが、
景気対策には不十分で、増税の影響をカバーするものになっていない。
水道料金、介護保険料が引き上げられて２年目に入り、年間２億円の負担増に加え、
「いきいき安心医療費助成制度」の縮小・廃止、介護用品購入支援事業においては対
象範囲を制限するなど、市民負担が一層増している。
消費税増税前の物価引き上げに加え、年金の引き下げ、後期高齢者医療保険の軽減
措置の見直しによって、高齢者の生活は二重、三重にも厳しくなっている。
「暮らしやすさを日本一、実感できるまち」を目指す能美市は、中小企業や業者を
大切にし、高齢者や障がい者、低所得者など矛盾が激化しているところに視点を当て
取り組むべきであり、これに反対する。

賛  成
佐伯 富美子

議 員
(日本共産党)

国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める請願
先生がゆとりをもって子どもと向き合い、丁寧な指導を行うために少人数学級を求
める声は多くある。今の学級編成では、いつ収まるかわからない新型コロナウイルス
感染防止のための３密を避けることはできない。くしくもコロナ感染を避けるため、
分散登校や時差登校が実施され、少人数学級の良さが明らかになった。
新型コロナウイルス感染症の広がりを機に、少人数学級の実現を期待する声が広が
り、政府も重い腰をあげつつあることは歓迎すべきである。
一人ひとりに目が行き届き、子どもたちの基礎学力が向上するために、少人数学級
実現は日本の教育にとって緊急の課題であることを述べ、賛成討論とする。
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で
、
合
計
交
付
枚

数
は
１
２
７
枚
で
あ
る
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ミ
ニ
カ
ー
で

は
10
枚
作
成
し
た
う
ち
の
８
枚
、
小
型

特
殊
自
動
車
で
は
20
枚
作
成
し
た
う
ち

の
18
枚
を
交
付
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
、
請
願
に
つ
い
て
は
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
よ
り
詳

細
な
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
審
査

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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・
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賛  成
北村 周士
議 員

　9月18日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の
意見を表明することを言います。概要は次のとおりです。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

反  対
近藤 啓子
議 員

(日本共産党)

令和元年度能美市一般会計歳入歳出決算

今定例会において報告のあった、財政的な一つの目安でもある「令和元年度決算に
基づく能美市健全化判断比率及び資金不足比率」によると、「実質赤字比率」や「連
結実質赤字比率」は実質収支の赤字や資金不足が発生していない。
また、「実質公債費比率」と「将来負担比率」においては、いずれの数値も改善さ
れており、両比率とも「イエローカード」とも言われる早期健全化基準を大きく下回
っている。
これらのことから、令和元年度決算での能美市の財政は十分に健全な状態にあると
言える。
歳出面においては、子育てや医療介護、また地域の防災・減災対策、雇用の確保な

どの喫緊の財政需要への対応に加え、長期化する新型コロナウイルス感染症への対策
などへの多額の支出が予想される。
執行部においては、このような山積する課題に対し、都度、適切な対応により、引
き続き健全な財政運営にあたられることを期待するもので、本定例会に上程された全
ての議案に賛成の意を表する。

令和元年度は、消費税が８％になり、景気が低迷している中、10月にはさらに消費
税が10％に引き上げられた。その上、年度末には新型コロナウイルス感染症によって
景気は厳しさを増し、戦後最悪の景気動向となっている。
消費税10％への増税は景気悪化が懸念され、プレミアム付商品券事業、低年金者へ
の年金生活支援金、介護保険料の軽減、幼児教育の無償化と市民への還元もされたが、
景気対策には不十分で、増税の影響をカバーするものになっていない。
水道料金、介護保険料が引き上げられて２年目に入り、年間２億円の負担増に加え、
「いきいき安心医療費助成制度」の縮小・廃止、介護用品購入支援事業においては対
象範囲を制限するなど、市民負担が一層増している。
消費税増税前の物価引き上げに加え、年金の引き下げ、後期高齢者医療保険の軽減
措置の見直しによって、高齢者の生活は二重、三重にも厳しくなっている。
「暮らしやすさを日本一、実感できるまち」を目指す能美市は、中小企業や業者を
大切にし、高齢者や障がい者、低所得者など矛盾が激化しているところに視点を当て
取り組むべきであり、これに反対する。

賛  成
佐伯 富美子

議 員
(日本共産党)

国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める請願
先生がゆとりをもって子どもと向き合い、丁寧な指導を行うために少人数学級を求
める声は多くある。今の学級編成では、いつ収まるかわからない新型コロナウイルス
感染防止のための３密を避けることはできない。くしくもコロナ感染を避けるため、
分散登校や時差登校が実施され、少人数学級の良さが明らかになった。
新型コロナウイルス感染症の広がりを機に、少人数学級の実現を期待する声が広が
り、政府も重い腰をあげつつあることは歓迎すべきである。
一人ひとりに目が行き届き、子どもたちの基礎学力が向上するために、少人数学級
実現は日本の教育にとって緊急の課題であることを述べ、賛成討論とする。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
除
雪
車
両
購
入（
グ
レ
ー
ダ
））

契
約
金
額
２
、６
１
８
万
円
で
、契
約
先 

株
式
会

社 

室
戸
鉄
工
所
と
契
約
を
締
結
す
る
も
の　

Q
　
市
に
何
台
の
除
雪
車
両
が
あ
る
の
か

A
　
現
在
22
台
の
除
雪
車
両
を
保
有
し
て
い
る
。

能
美
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
の
手
数
料
に
係
る
規
定

を
削
除
す
る
も
の

Q
　
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
そ
の
も
の
は
無
料
で
申
請
で
き

る
の
か

A
　
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
は
で
き
ず
、
再
交
付
す
る
の
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
な
る
。

能
美
市
乳
幼
児
等
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
川
県
の
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
能
美
市
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
事
業
を
拡
充
す
る
も
の

Q
　
障
が
い
者
の
認
定
基
準
と
手
帳
所
持
者
が
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
は

A
　
身
体
・
療
育
・
精
神
の
各
種
障
害
者
手
帳
の
等
級
は
、
主

治
医
の
診
断
書
を
も
と
に
石
川
県
が
判
定
す
る
。ま
た
、
手

帳
所
持
者
は
医
療
費
助
成
や
、
障
害
年
金
、
通
所
・
入
所
・

就
労
継
続
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

令
和
２
年
度
能
美
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

Q
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
は

A
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
本
市
の
基
本
方
針
や
取
り
組
み
等

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
学
べ
る
内
容
と
す
る
。

マ
マ
の
出
産
♡
子
育
て
応
援
事
業

Q
　
出
産
さ
れ
る
方
が
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
場
合
に
は
対

象
と
な
る
の
か

A
　
出
産
時
に
能
美
市
に
住
所
が
あ
り
、
出
産
し
た
子
も
能

美
市
に
住
民
登
録
し
た
場
合
に
対
象
と
な
る
。

令
和
元
年
度
能
美
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

Q
　
東
京
の
自
由
が
丘
と
銀
座
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
結

果
と
し
て
移
住
者
は
い
た
の
か

A
　
自
由
が
丘
に
参
加
さ
れ
た
方
で
１
名
が
移
住
し
て
こ
ら

れ
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
事
業

Q
　
対
象
台
数
と
交
付
状
況
に
対
す
る
見
解
は

A
　
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
の
対
象

台
数
は
１
、０
６
０
台
で
、
合
計
交
付
枚

数
は
１
２
７
枚
で
あ
る
。
ミ
ニ
カ
ー
で

は
10
枚
作
成
し
た
う
ち
の
８
枚
、
小
型

特
殊
自
動
車
で
は
20
枚
作
成
し
た
う
ち

の
18
枚
を
交
付
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
、
請
願
に
つ
い
て
は
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
よ
り
詳

細
な
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
審
査

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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・
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台
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意見書意見書意見書

文部科学省は、多数の教職員の時間外労働が過労死ライン相当にまでなっている状況を踏ま
え、学校における働き方改革の取り組みを進めている。
一方、新しい学習指導要領が令和２年度より小学校から順次実施される。教育における新しい
取り組みを進めながら、学校現場における複雑化・多様化する課題に対応し、子どもたち一人ひ
とりに寄り添ったきめ細かい教育を実践するためには、教職員定数の計画的改善による教職員の
多忙化の抜本的解消が不可欠である。また、少人数学級など教育環境を充実させ、学びの質を高
めるために、教育予算の拡充が求められていることから、国に対して、子どもの豊かな学びを保
障するために教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算の拡充を要望する意見書が提出され
た。
同意見書は令和２年第３回定例会最終日に全会一致で可決され、能美市議会議長名にて衆議院
議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣へ送付さ
れた。

「教職員定数改善と教育予算拡充を求める意見書」を可決

新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面してい
る。地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税
など一般財源の激減が避けがたくなっている。
地方自治体では、医療・介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要へ

の対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られる。地方財政は巨額の財源不足を生じ、これ
までにない厳しい状況に陥ることが予想されるため、国に対して、令和３年度地方財政対策及び
地方税制改正にあたり、地方自治体の財源確保を求める意見書が提出された。
同意見書は令和２年第３回定例会最終日に全会一致で可決され、能美市議会議長名にて衆議院
議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、経済再
生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣へ送付された。

「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書」を可決

所 管 事 務 調 査 報 告

災
害
対
策
・
消
防
体
制
と

危
機
管
理
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
、
防
災
対
策
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。
被
災
し
た
自
治
体

の
災
害
対
応
と
課
題
の
調
査
研
究

の
た
め
、
３
市
を
行
政
視
察
し

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
策
も
踏
ま

え
た
避
難
所
開
設
の
対
応
策
に
つ

い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
通
し

て
、
消
防
体
制
、
防
災
・
減
災
対

策
、
議
会
対
応
、
避
難
所
の
設

営
・
運
営
の
４
点
に
つ
い
て
提
言

を
行
う
。

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
消
防

機
材
の
継
続
的
更
新
や
消
防
職
員

が
安
全
・
安
心
に
働
け
る
環
境
整

備
、
市
民
へ
の
火
災
予
防
の
啓
発

活
動
、
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足

を
解
消
す
る
施
策
が
求
め
ら
れ

る
。防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
有
効

に
使
い
な
が
ら
市
民
防
災
団
体
と

連
携
し
、
市
民
へ
の
防
災
周
知
活

動
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま

た
、
防
災
セ
ン
タ
ー
を
発
信
の
場

と
し
て
積
極
的
な
活
用
を
求
め

る
。議

会
対
応
に
つ
い
て
は
、
災
害

時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
復
旧
復
興
時

に
お
け
る
議
会
の
役
割
・
手
順
の

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

避
難
所
の
設
営
・
運
営
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
念
頭
に
置
い
た
分
散
避
難
な
ど

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

行
政
は
避
難
所
の
収
容
人
数
の
確

保
に
努
め
、
幅
広
い
視
野
で
避
難

の
受
入
ス
タ
イ
ル
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

防
災
対
策
に
お
い
て
は
、
と
り

わ
け
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
等
の
要

配
慮
者
へ
の
対
策
と
配
慮
が
求
め

ら
れ
る
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
・
企
業
の
連
携
の
も
と
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
す
る
。

能
美
市
立
病
院
は
、
昭
和
32
年

の
開
設
以
来
、
能
美
市
唯
一
の
公

立
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
い
る
一
方
で
、
財
政
状
況

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

「
地
域
医
療
の
砦
」
と
し
て
、

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
検
証
が
必

要
と
捉
え
、
担
当
部
局
と
の
協
議

や
行
政
視
察
と
し
て
３
病
院
を
訪

問
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
踏
ま

え
て
、
経
営
改
善
に
向
け
た
３
つ

の
具
体
的
な
政
策
提
言
を
行
う
。

１
点
目
と
し
て
、
仮
称
「
病
院

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
導
入
す
る

こ
と
。
市
民
の
代
表
の
方
々
と
定

期
的
に
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
、

病
院
へ
の
意
見
を
伺
う
こ
と
が
、

自
己
改
革
へ
の
推
進
力
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
も
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
こ
と
。

２
点
目
は
、
病
院
広
報
誌
『
の

び
の
び
』
の
刷
新
を
行
う
こ
と
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
の
多
用
な
ど
分

か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
工
夫
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
も
必
要
で
あ
る
。

３
点
目
は
、
特
に
寺
井
・
辰
口

地
区
に
お
け
る
利
用
促
進
を
図
る

こ
と
。
通
院
に
便
利
な
「
の
み
バ

ス
」
の
利
用
方
法
の
説
明
や
医

師
・
看
護
師
の
紹
介
な
ど
工
夫
を

行
い
、
口く

ち

コ
ミ
を
武
器
に
利
用
者

の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

市
立
病
院
に
お
い
て
は
、
「
思

い
や
り
の
あ
る
あ
た
た
か
い
こ
こ

ろ
で
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
地
域
住
民
の
健
康
を

守
り
ま
す
」
と
の
基
本
理
念
の
も

と
、
さ
ら
な
る
経
営
改
善
へ
の
取

り
組
み
を
行
い
、
地
域
医
療
に
貢

献
で
き
る
病
院
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

能
美
市
立
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

地
域
に
愛
さ
れ
、地
域
に
役
立
つ
病
院
を

目
指
し
て

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　委員会は、議案や請願の審査を行うほかに、所管に属する事務について調査活動を行うことができます。
　能美市議会では、常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを定め、委員会を通じて調査研究や意見交換
などを行ってきました。定例会最終日には、総務産業常任委員会及び教育福祉常任委員会の各委員長が所管
事務調査の内容を報告しました。調査報告の主な内容を紹介します。

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長は採決に加わりません。

杉
田

　隆
一

近
藤

　啓
子

東

　
　正
幸

米
田

　敏
勝

倉
元

　正
順

居
村

　清
二

南
山

　修
一

嵐

　
　昭
夫

開
道

　昌
信

田
中
策
次
郎

田
中
大
佐
久

山
本

　
　悟

仙
台

　謙
三

北
村

　周
士

佐
伯
富
美
子

卯
野

　修
三

山
下

　
　毅

　
　
　
　

令和元年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について

　

　

令和元年度能美市水道事業会計決算認定について

令和元年度能美市工業用水道事業会計決算認定について

令和元年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について

令和元年度能美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

令和元年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

能美市立病院
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意見書意見書意見書

文部科学省は、多数の教職員の時間外労働が過労死ライン相当にまでなっている状況を踏ま
え、学校における働き方改革の取り組みを進めている。
一方、新しい学習指導要領が令和２年度より小学校から順次実施される。教育における新しい
取り組みを進めながら、学校現場における複雑化・多様化する課題に対応し、子どもたち一人ひ
とりに寄り添ったきめ細かい教育を実践するためには、教職員定数の計画的改善による教職員の
多忙化の抜本的解消が不可欠である。また、少人数学級など教育環境を充実させ、学びの質を高
めるために、教育予算の拡充が求められていることから、国に対して、子どもの豊かな学びを保
障するために教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算の拡充を要望する意見書が提出され
た。
同意見書は令和２年第３回定例会最終日に全会一致で可決され、能美市議会議長名にて衆議院
議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣へ送付さ
れた。

「教職員定数改善と教育予算拡充を求める意見書」を可決

新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面してい
る。地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税
など一般財源の激減が避けがたくなっている。
地方自治体では、医療・介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要へ

の対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られる。地方財政は巨額の財源不足を生じ、これ
までにない厳しい状況に陥ることが予想されるため、国に対して、令和３年度地方財政対策及び
地方税制改正にあたり、地方自治体の財源確保を求める意見書が提出された。
同意見書は令和２年第３回定例会最終日に全会一致で可決され、能美市議会議長名にて衆議院
議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、経済再
生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣へ送付された。

「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書」を可決

所 管 事 務 調 査 報 告

災
害
対
策
・
消
防
体
制
と

危
機
管
理
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
、
防
災
対
策
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。
被
災
し
た
自
治
体

の
災
害
対
応
と
課
題
の
調
査
研
究

の
た
め
、
３
市
を
行
政
視
察
し

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
策
も
踏
ま

え
た
避
難
所
開
設
の
対
応
策
に
つ

い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
通
し

て
、
消
防
体
制
、
防
災
・
減
災
対

策
、
議
会
対
応
、
避
難
所
の
設

営
・
運
営
の
４
点
に
つ
い
て
提
言

を
行
う
。

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
消
防

機
材
の
継
続
的
更
新
や
消
防
職
員

が
安
全
・
安
心
に
働
け
る
環
境
整

備
、
市
民
へ
の
火
災
予
防
の
啓
発

活
動
、
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足

を
解
消
す
る
施
策
が
求
め
ら
れ

る
。防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
有
効

に
使
い
な
が
ら
市
民
防
災
団
体
と

連
携
し
、
市
民
へ
の
防
災
周
知
活

動
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま

た
、
防
災
セ
ン
タ
ー
を
発
信
の
場

と
し
て
積
極
的
な
活
用
を
求
め

る
。議

会
対
応
に
つ
い
て
は
、
災
害

時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
復
旧
復
興
時

に
お
け
る
議
会
の
役
割
・
手
順
の

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

避
難
所
の
設
営
・
運
営
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
念
頭
に
置
い
た
分
散
避
難
な
ど

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

行
政
は
避
難
所
の
収
容
人
数
の
確

保
に
努
め
、
幅
広
い
視
野
で
避
難

の
受
入
ス
タ
イ
ル
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

防
災
対
策
に
お
い
て
は
、
と
り

わ
け
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
等
の
要

配
慮
者
へ
の
対
策
と
配
慮
が
求
め

ら
れ
る
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
・
企
業
の
連
携
の
も
と
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
す
る
。

能
美
市
立
病
院
は
、
昭
和
32
年

の
開
設
以
来
、
能
美
市
唯
一
の
公

立
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
い
る
一
方
で
、
財
政
状
況

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

「
地
域
医
療
の
砦
」
と
し
て
、

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
検
証
が
必

要
と
捉
え
、
担
当
部
局
と
の
協
議

や
行
政
視
察
と
し
て
３
病
院
を
訪

問
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
踏
ま

え
て
、
経
営
改
善
に
向
け
た
３
つ

の
具
体
的
な
政
策
提
言
を
行
う
。

１
点
目
と
し
て
、
仮
称
「
病
院

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
導
入
す
る

こ
と
。
市
民
の
代
表
の
方
々
と
定

期
的
に
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
、

病
院
へ
の
意
見
を
伺
う
こ
と
が
、

自
己
改
革
へ
の
推
進
力
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
も
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
こ
と
。

２
点
目
は
、
病
院
広
報
誌
『
の

び
の
び
』
の
刷
新
を
行
う
こ
と
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
の
多
用
な
ど
分

か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
工
夫
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
も
必
要
で
あ
る
。

３
点
目
は
、
特
に
寺
井
・
辰
口

地
区
に
お
け
る
利
用
促
進
を
図
る

こ
と
。
通
院
に
便
利
な
「
の
み
バ

ス
」
の
利
用
方
法
の
説
明
や
医

師
・
看
護
師
の
紹
介
な
ど
工
夫
を

行
い
、
口く

ち

コ
ミ
を
武
器
に
利
用
者

の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

市
立
病
院
に
お
い
て
は
、
「
思

い
や
り
の
あ
る
あ
た
た
か
い
こ
こ

ろ
で
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
地
域
住
民
の
健
康
を

守
り
ま
す
」
と
の
基
本
理
念
の
も

と
、
さ
ら
な
る
経
営
改
善
へ
の
取

り
組
み
を
行
い
、
地
域
医
療
に
貢

献
で
き
る
病
院
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

能
美
市
立
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

地
域
に
愛
さ
れ
、地
域
に
役
立
つ
病
院
を

目
指
し
て

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　委員会は、議案や請願の審査を行うほかに、所管に属する事務について調査活動を行うことができます。
　能美市議会では、常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを定め、委員会を通じて調査研究や意見交換
などを行ってきました。定例会最終日には、総務産業常任委員会及び教育福祉常任委員会の各委員長が所管
事務調査の内容を報告しました。調査報告の主な内容を紹介します。

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長は採決に加わりません。

杉
田

　隆
一

近
藤

　啓
子

東

　
　正
幸

米
田

　敏
勝

倉
元

　正
順

居
村

　清
二

南
山

　修
一

嵐

　
　昭
夫

開
道

　昌
信

田
中
策
次
郎

田
中
大
佐
久

山
本

　
　悟

仙
台

　謙
三

北
村

　周
士

佐
伯
富
美
子

卯
野

　修
三

山
下

　
　毅

　
　
　
　

令和元年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について

　

　

令和元年度能美市水道事業会計決算認定について

令和元年度能美市工業用水道事業会計決算認定について

令和元年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について

令和元年度能美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

令和元年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○

能美市立病院
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加
え
な
が
ら
、
本
年
度
当
初
予
算
並
び

に
補
正
予
算
の
執
行
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

今
年
度
予
算
の
未
執
行
額
を
感
染

拡
大
な
ど
今
後
の
不
測
の
事
態
に

備
え
る
観
点
か
ら
、
コ
ロ
ナ
基
金
と
し

て
創
設
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
見
解

を
問
う各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
、
延
期

に
よ
る
未
執
行
額
や
執
行
を
留
保

し
て
い
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
機
動
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
事
業
の
見
直
し
、

財
源
の
組
み
替
え
を
適
宜
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
今
後
も
財
政
の
効
率
的
な
執
行
と
健

全
な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
国
や
県
の

財
政
支
援
を
は
じ
め
、
財
源
の
確
保
に

努
め
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
基
金
の
創
設

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
更
な
る
支
援
策

に
つ
い
て
問
う

市
民
の
家
計
対
策
と
し
て
、
好
評

で
あ
っ
た
「
の
み
応
援
特
典
券
」

を
拡
充
し
、
第
２
弾
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
市
内
事
業
者
に
向
け
た
経
済

支
援
を
さ
ら
に
拡
充
・
継
続
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

新
し
い
自
治
体
様
式

政
府
が
新
し
い
生
活
様
式
を
奨
励

し
て
い
る
。
一
方
で
、
行
財
政
運

営
の
面
に
お
い
て
も
、
新
し
い
自
治
体

様
式
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
見
解

を
問
う市

で
は
、
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
の
規
模
縮
小
、
延
期
、
中

止
、
会
議
等
に
お
い
て
３
密
を
回
避
す

る
た
め
、
出
席
人
数
の
縮
減
や
広
い
部

屋
で
の
開
催
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
に

率
先
し
て
取
り
組
み
、
感
染
拡
大
防
止

に
最
大
限
努
め
て
き
た
。

　
新
し
い
自
治
体
様
式
と
は
、
時
勢
に

即
し
た
対
応
を
求
め
て
い
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
に

沿
い
、
そ
し
て
乗
り
越
え
る
た
め
、
財

政
の
効
率
的
な
執
行
と
健
全
な
財
政
運

営
を
維
持
し
、
必
要
な
財
源
の
確
保
に

も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
新
し
い
自
治
体
様
式
と
い
う
時
勢
に

も
注
視
し
、
市
民
・
事
業
者
の
方
々
の

声
や
現
地
現
場
で
感
じ
た
こ
と
を
市
政

に
反
映
し
、
「
行
財
政
改
革
」
な
ど
５

本
の
柱
と
２
つ
の
方
針
に
軌
道
修
正
を

問質般一問質般一

救
急
救
命
士
法
の
制
定
に
よ
り
、

救
急
救
命
士
は
心
肺
停
止
の
傷
病

者
を
対
象
に
、
医
師
の
指
示
の
下
、
チ

ュ
ー
ブ
で
食
道
を
閉
鎖
し
、
気
管
に
空

気
を
送
る
食
道
閉
鎖
式
エ
ア
ウ
ェ
イ
の

使
用
や
心
室
細
動
と
言
わ
れ
る
不
整
脈

の
治
療
の
除
細
動
な
ど
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
処
置
範
囲
の
拡
大
に
よ

り
、
気
管
に
直
接
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
す

る
気
管
挿
管
や
心
臓
に
刺
激
を
与
え
る

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
投
与
が
可
能
に
な
る

な
ど
、
よ
り
高
度
な
医
療
行
為
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
も
救
急
救
命
士
を
中
心
に
充
実

し
た
救
急
医
療
体
制
の
提
供
を
図
っ
て

い
く
。

 

消
防
体
制
の
基
盤
強
化

屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
運
用
計
画
と
人
員
確
保
に
つ

い
て
問
う

今
年
度
導
入
予
定
の
25
ｍ
級
屈
折

は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
中
高
層
建
築
物
で

の
消
火
・
救
出
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
住

宅
に
お
い
て
も
、
障
害
物
を
回
避
し
、

長
さ
を
生
か
し
た
消
火
活
動
や
リ
モ
コ

ン
操
作
に
よ
る
高
所
か
ら
の
無
人
放
水

も
行
え
る
。

　
運
用
す
る
た
め
の
人
員
に
つ
い
て

は
、
救
助
隊
員
が
兼
任
で
救
助
工
作
車

と
ペ
ア
で
の
運
用
を
考
え
て
い
る
。

 

消
防
本
部
の
予
防
・
救
急
の
取
り
組
み

今
年
行
っ
た
熱
中
症
対
策
と
熱
中

症
予
防
の
注
意
喚
起
放
送
の
成
果

に
つ
い
て
問
う

消
防
本
部
で
は
、
広
報
の
み
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
熱
中
症
予
防
対

策
の
掲
載
、
体
育
施
設
関
係
者
を
対
象

と
し
た
講
習
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、

防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
、
朝
の
時
間

帯
に
「
予
想
最
高
気
温
」
「
暑
さ
指

数
」
を
広
く
市
民
の
方
々
に
伝
え
、
熱

中
症
へ
の
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

　
成
果
に
つ
い
て
、
消
防
本
部
で
は
、

熱
中
症
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
目
標
を
掲

げ
、
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

今
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
熱
中
症
の

疑
い
も
含
め
た
搬
送
件
数
は
21
件
で
、

昨
年
と
比
較
し
８
件
の
減
少
と
な
っ
た
。

中
で
も
、
高
齢
者
に
関
し
て
は
９
件
で
、

昨
年
と
比
較
し
５
件
減
少
し
た
。

　
今
後
も
市
民
に
「
十
分
な
対
策
を
取

れ
ば
熱
中
症
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

救
急
救
命
士
の
高
度
な
医
療
行
為

に
つ
い
て
問
う

Q

と
も
に
、
市
内
在
住
者
の
雇
用
確
保
に

も
寄
与
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
、
先
端
設
備
の
導
入
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
を
３
年
間
免
除
す
る
税
制

支
援
や
、
設
備
導
入
を
検
討
す
る
上
で

の
調
査
研
究
に
つ
い
て
全
額
補
助
す
る

支
援
事
業
を
創
設
し
て
い
る
。

　
市
民
へ
の
浸
透
方
法
に
つ
い
て
は
、

広
報
の
み
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報

発
信
に
加
え
、
若
手
従
業
員
が
働
く
姿

を
映
像
や
写
真
で
伝
え
る
特
設
サ
イ

ト
、
就
職
情
報
誌
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
市
内
企
業
の
魅

力
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
選
定
に

あ
た
っ
て
の
見
解
を
問
う
。
ま

た
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
第

一
期
と
の
検
証
内
容
の
進
め
方
に
違
い

が
あ
る
の
か

具
体
的
な
行
動
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
能
美
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
計
画
を
策
定
し
、
２
０
３
０
年

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
た
取
り
組
み

を
実
践
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

を
目
指
す
。

　
検
証
に
つ
い
て
は
、
前
回
は
年
１
回

程
度
の
内
部
検
証
が
主
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
今
回
は
外
部
有
識
者
会
議
を
活

用
し
た
効
果
検
証
を
年
２
回
程
度
実
施

す
る
。

 

第
２
期
能
美
創
生
総
合
戦
略

能
美
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
社
会

動
態
や
自
然
動
態
の
改
善
対
策
を

問
う

自
然
動
態
の
減
少
対
策
と
し
て
、

の
み
っ
子
す
く
す
く
助
成
券
支
給

事
業
、
親
子
の
絆
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど

地
域
や
社
会
が
子
育
て
に
寄
り
添
う
環

境
づ
く
り
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
社
会
動
態
で
は
、
企
業
誘
致
の
推

進
、
市
内
事
業
者
魅
力
Ｐ
Ｒ
事
業
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進
支
援
事
業
な
ど

雇
用
機
会
の
充
実
を
図
る
一
方
、
今
後

新
た
な
転
入
対
策
を
講
じ
る
な
ど
の
施

策
展
開
が
必
要
と
な
る
。

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
具
体
的
行

動
や
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く

り
を
ど
う
展
開
す
る
の
か
、
ま
た
市
民

へ
の
浸
透
方
法
を
問
う

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
具
体
的
行

動
に
つ
い
て
は
、
造
成
中
の
福
島

グ
ラ
ン
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
、
企
業
立
地
促
進
助
成
金
及

び
本
社
機
能
立
地
促
進
補
助
金
に
よ

り
、
新
た
な
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
と

Q

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
第
２
次
能
美
市
総
合

計
画
の
遂
行
を
は
じ
め
、
少
子
・
高
齢

化
や
災
害
対
策
、
老
朽
化
す
る
公
共
施

設
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
は
、
残

さ
れ
た
任
期
だ
け
で
は
成
就
あ
る
い
は

着
手
で
き
な
い
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
福
島
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
へ
の
さ

ら
な
る
企
業
誘
致
、
10
月
に
オ
ー
プ
ン

を
控
え
る
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
運
営
や
保
育
園
、
健
康
増
進
施
設

の
民
営
化
、
地
域
共
生
社
会
な
ど
、
手

が
け
た
事
業
を
成
功
へ
導
く
職
責
も
感

じ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
な
い
中
、
今

は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
・
方
針
は
も
と

よ
り
、
９
月
議
会
に
上
程
す
る
「
安
全

安
心
対
策
」
「
家
計
対
策
」
「
経
済
対

策
」
か
ら
成
る
３
本
の
強
化
策
の
実
行

に
、
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
時
期
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
次
期
市
長
選
挙
に
関
し
て
は
、
こ
の

後
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
方
々
と
も
相
談
し
た

上
で
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
改
め
て
意

思
を
表
明
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

次
期
市
長
選
挙

来
春
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市

長
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
る
意
思
が

あ
る
か
問
う

こ
れ
ま
で
築
か
れ
て
き
た
ふ
る
さ

と
能
美
の
繁
栄
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
さ
ら
に
市
勢
を
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
、
政
治
信
条
で
あ
る
市
民
フ
ァ

ー
ス
ト
、
現
地
現
場
主
義
を
貫
き
、
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
全
身
全
霊
を
捧

げ
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
、
「
子
育
て
・
住
環
境

の
充
実
」
「
産
業
振
興
」
「
交
流
人
口

の
拡
大
」
「
教
育
力
の
向
上
」
「
安
全

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
「
行
財
政
改
革
」
の
施

策
・
方
針
の
全
て
が
移
住
・
定
住
の
促

進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
掲
げ
取
り
組

み
、
少
子
・
高
齢
化
、
自
然
災
害
、
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
課
題
に

も
向
き
合
っ
て
き
た
。

　
全
国
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
は
常
に

上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
昨
年
度
は
市

税
収
入
額
も
初
め
て
90
億
円
を
超
え
、

本
年
度
に
入
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の

選
定
な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果
が
上
げ
ら

Q
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A
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Q

東　 正幸 議員
　

山下 　毅 議員
市民の声

　

田中 大佐久 議員
　

杉田 隆一 議員
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加
え
な
が
ら
、
本
年
度
当
初
予
算
並
び

に
補
正
予
算
の
執
行
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

今
年
度
予
算
の
未
執
行
額
を
感
染

拡
大
な
ど
今
後
の
不
測
の
事
態
に

備
え
る
観
点
か
ら
、
コ
ロ
ナ
基
金
と
し

て
創
設
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
見
解

を
問
う各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
、
延
期

に
よ
る
未
執
行
額
や
執
行
を
留
保

し
て
い
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
機
動
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
事
業
の
見
直
し
、

財
源
の
組
み
替
え
を
適
宜
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
今
後
も
財
政
の
効
率
的
な
執
行
と
健

全
な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
国
や
県
の

財
政
支
援
を
は
じ
め
、
財
源
の
確
保
に

努
め
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
基
金
の
創
設

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
更
な
る
支
援
策

に
つ
い
て
問
う

市
民
の
家
計
対
策
と
し
て
、
好
評

で
あ
っ
た
「
の
み
応
援
特
典
券
」

を
拡
充
し
、
第
２
弾
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
市
内
事
業
者
に
向
け
た
経
済

支
援
を
さ
ら
に
拡
充
・
継
続
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

新
し
い
自
治
体
様
式

政
府
が
新
し
い
生
活
様
式
を
奨
励

し
て
い
る
。
一
方
で
、
行
財
政
運

営
の
面
に
お
い
て
も
、
新
し
い
自
治
体

様
式
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
見
解

を
問
う市

で
は
、
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
の
規
模
縮
小
、
延
期
、
中

止
、
会
議
等
に
お
い
て
３
密
を
回
避
す

る
た
め
、
出
席
人
数
の
縮
減
や
広
い
部

屋
で
の
開
催
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
に

率
先
し
て
取
り
組
み
、
感
染
拡
大
防
止

に
最
大
限
努
め
て
き
た
。

　
新
し
い
自
治
体
様
式
と
は
、
時
勢
に

即
し
た
対
応
を
求
め
て
い
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
に

沿
い
、
そ
し
て
乗
り
越
え
る
た
め
、
財

政
の
効
率
的
な
執
行
と
健
全
な
財
政
運

営
を
維
持
し
、
必
要
な
財
源
の
確
保
に

も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
新
し
い
自
治
体
様
式
と
い
う
時
勢
に

も
注
視
し
、
市
民
・
事
業
者
の
方
々
の

声
や
現
地
現
場
で
感
じ
た
こ
と
を
市
政

に
反
映
し
、
「
行
財
政
改
革
」
な
ど
５

本
の
柱
と
２
つ
の
方
針
に
軌
道
修
正
を

問質般一問質般一

救
急
救
命
士
法
の
制
定
に
よ
り
、

救
急
救
命
士
は
心
肺
停
止
の
傷
病

者
を
対
象
に
、
医
師
の
指
示
の
下
、
チ

ュ
ー
ブ
で
食
道
を
閉
鎖
し
、
気
管
に
空

気
を
送
る
食
道
閉
鎖
式
エ
ア
ウ
ェ
イ
の

使
用
や
心
室
細
動
と
言
わ
れ
る
不
整
脈

の
治
療
の
除
細
動
な
ど
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
処
置
範
囲
の
拡
大
に
よ

り
、
気
管
に
直
接
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
す

る
気
管
挿
管
や
心
臓
に
刺
激
を
与
え
る

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
投
与
が
可
能
に
な
る

な
ど
、
よ
り
高
度
な
医
療
行
為
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
も
救
急
救
命
士
を
中
心
に
充
実

し
た
救
急
医
療
体
制
の
提
供
を
図
っ
て

い
く
。

 

消
防
体
制
の
基
盤
強
化

屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
運
用
計
画
と
人
員
確
保
に
つ

い
て
問
う

今
年
度
導
入
予
定
の
25
ｍ
級
屈
折

は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
中
高
層
建
築
物
で

の
消
火
・
救
出
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
住

宅
に
お
い
て
も
、
障
害
物
を
回
避
し
、

長
さ
を
生
か
し
た
消
火
活
動
や
リ
モ
コ

ン
操
作
に
よ
る
高
所
か
ら
の
無
人
放
水

も
行
え
る
。

　
運
用
す
る
た
め
の
人
員
に
つ
い
て

は
、
救
助
隊
員
が
兼
任
で
救
助
工
作
車

と
ペ
ア
で
の
運
用
を
考
え
て
い
る
。

 

消
防
本
部
の
予
防
・
救
急
の
取
り
組
み

今
年
行
っ
た
熱
中
症
対
策
と
熱
中

症
予
防
の
注
意
喚
起
放
送
の
成
果

に
つ
い
て
問
う

消
防
本
部
で
は
、
広
報
の
み
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
熱
中
症
予
防
対

策
の
掲
載
、
体
育
施
設
関
係
者
を
対
象

と
し
た
講
習
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、

防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
、
朝
の
時
間

帯
に
「
予
想
最
高
気
温
」
「
暑
さ
指

数
」
を
広
く
市
民
の
方
々
に
伝
え
、
熱

中
症
へ
の
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

　
成
果
に
つ
い
て
、
消
防
本
部
で
は
、

熱
中
症
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
目
標
を
掲

げ
、
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

今
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
熱
中
症
の

疑
い
も
含
め
た
搬
送
件
数
は
21
件
で
、

昨
年
と
比
較
し
８
件
の
減
少
と
な
っ
た
。

中
で
も
、
高
齢
者
に
関
し
て
は
９
件
で
、

昨
年
と
比
較
し
５
件
減
少
し
た
。

　
今
後
も
市
民
に
「
十
分
な
対
策
を
取

れ
ば
熱
中
症
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

救
急
救
命
士
の
高
度
な
医
療
行
為

に
つ
い
て
問
う

Q

と
も
に
、
市
内
在
住
者
の
雇
用
確
保
に

も
寄
与
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
、
先
端
設
備
の
導
入
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
を
３
年
間
免
除
す
る
税
制

支
援
や
、
設
備
導
入
を
検
討
す
る
上
で

の
調
査
研
究
に
つ
い
て
全
額
補
助
す
る

支
援
事
業
を
創
設
し
て
い
る
。

　
市
民
へ
の
浸
透
方
法
に
つ
い
て
は
、

広
報
の
み
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報

発
信
に
加
え
、
若
手
従
業
員
が
働
く
姿

を
映
像
や
写
真
で
伝
え
る
特
設
サ
イ

ト
、
就
職
情
報
誌
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
市
内
企
業
の
魅

力
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
選
定
に

あ
た
っ
て
の
見
解
を
問
う
。
ま

た
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
第

一
期
と
の
検
証
内
容
の
進
め
方
に
違
い

が
あ
る
の
か

具
体
的
な
行
動
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
能
美
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
計
画
を
策
定
し
、
２
０
３
０
年

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
た
取
り
組
み

を
実
践
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

を
目
指
す
。

　
検
証
に
つ
い
て
は
、
前
回
は
年
１
回

程
度
の
内
部
検
証
が
主
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
今
回
は
外
部
有
識
者
会
議
を
活

用
し
た
効
果
検
証
を
年
２
回
程
度
実
施

す
る
。

 

第
２
期
能
美
創
生
総
合
戦
略

能
美
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
社
会

動
態
や
自
然
動
態
の
改
善
対
策
を

問
う

自
然
動
態
の
減
少
対
策
と
し
て
、

の
み
っ
子
す
く
す
く
助
成
券
支
給

事
業
、
親
子
の
絆
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど

地
域
や
社
会
が
子
育
て
に
寄
り
添
う
環

境
づ
く
り
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
社
会
動
態
で
は
、
企
業
誘
致
の
推

進
、
市
内
事
業
者
魅
力
Ｐ
Ｒ
事
業
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進
支
援
事
業
な
ど

雇
用
機
会
の
充
実
を
図
る
一
方
、
今
後

新
た
な
転
入
対
策
を
講
じ
る
な
ど
の
施

策
展
開
が
必
要
と
な
る
。

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
具
体
的
行

動
や
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く

り
を
ど
う
展
開
す
る
の
か
、
ま
た
市
民

へ
の
浸
透
方
法
を
問
う

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
具
体
的
行

動
に
つ
い
て
は
、
造
成
中
の
福
島

グ
ラ
ン
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
、
企
業
立
地
促
進
助
成
金
及

び
本
社
機
能
立
地
促
進
補
助
金
に
よ

り
、
新
た
な
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
と

Q

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
第
２
次
能
美
市
総
合

計
画
の
遂
行
を
は
じ
め
、
少
子
・
高
齢

化
や
災
害
対
策
、
老
朽
化
す
る
公
共
施

設
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
は
、
残

さ
れ
た
任
期
だ
け
で
は
成
就
あ
る
い
は

着
手
で
き
な
い
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
福
島
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
へ
の
さ

ら
な
る
企
業
誘
致
、
10
月
に
オ
ー
プ
ン

を
控
え
る
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
運
営
や
保
育
園
、
健
康
増
進
施
設

の
民
営
化
、
地
域
共
生
社
会
な
ど
、
手

が
け
た
事
業
を
成
功
へ
導
く
職
責
も
感

じ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
な
い
中
、
今

は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
・
方
針
は
も
と

よ
り
、
９
月
議
会
に
上
程
す
る
「
安
全

安
心
対
策
」
「
家
計
対
策
」
「
経
済
対

策
」
か
ら
成
る
３
本
の
強
化
策
の
実
行

に
、
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
時
期
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
次
期
市
長
選
挙
に
関
し
て
は
、
こ
の

後
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
方
々
と
も
相
談
し
た

上
で
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
改
め
て
意

思
を
表
明
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

次
期
市
長
選
挙

来
春
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市

長
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
る
意
思
が

あ
る
か
問
う

こ
れ
ま
で
築
か
れ
て
き
た
ふ
る
さ

と
能
美
の
繁
栄
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
さ
ら
に
市
勢
を
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
、
政
治
信
条
で
あ
る
市
民
フ
ァ

ー
ス
ト
、
現
地
現
場
主
義
を
貫
き
、
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
全
身
全
霊
を
捧

げ
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
、
「
子
育
て
・
住
環
境

の
充
実
」
「
産
業
振
興
」
「
交
流
人
口

の
拡
大
」
「
教
育
力
の
向
上
」
「
安
全

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
「
行
財
政
改
革
」
の
施

策
・
方
針
の
全
て
が
移
住
・
定
住
の
促

進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
掲
げ
取
り
組

み
、
少
子
・
高
齢
化
、
自
然
災
害
、
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
課
題
に

も
向
き
合
っ
て
き
た
。

　
全
国
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
は
常
に

上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
昨
年
度
は
市

税
収
入
額
も
初
め
て
90
億
円
を
超
え
、

本
年
度
に
入
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の

選
定
な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果
が
上
げ
ら

Q
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県
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
能
美
市

で
も
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
精
神
障
害
者
保
健
手
帳

１
級
所
持
者
は
全
て
の
診
療
科
で
、
通

院
ま
た
は
入
院
に
お
い
て
自
己
負
担
額

が
全
額
助
成
と
な
り
、
身
体
・
知
的
・

精
神
の
３
障
害
の
一
元
化
の
原
則
に
基

づ
き
、
公
平
な
医
療
費
の
助
成
制
度
と

な
る
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
に
な
る
と
、
こ
れ

ま
で
は
病
院
の
窓
口
で
支
払
い
、
そ
の

後
、
償
還
払
い
の
申
請
が
必
要
と
な
り

負
担
が
大
き
い
、
と
の
市
民
の
声
が
あ

っ
た
が
、
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
っ
て

現
物
給
付
と
な
り
、
障
が
い
の
あ
る
高

齢
者
が
よ
り
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

 

精
神
障
害
者
の
医
療
費
助
成

能
美
市
に
お
け
る
身
体
・
知
的
・

精
神
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
の
あ
る

方
々
へ
の
医
療
費
助
成
の
現
状
に
つ
い

て
問
う市

の
単
独
事
業
と
し
て
、
県
の
補

助
事
業
に
お
い
て
所
得
制
限
で
対

象
外
と
な
っ
た
方
、
療
育
手
帳
Ｂ
１
所

持
者
の
通
院
に
係
る
医
療
費
、
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ｂ
２

所
持
者
の
通
院
及
び
入
院
に
係
る
医
療

費
を
対
象
に
、
全
て
の
診
療
科
の
受
診

に
つ
い
て
保
険
診
療
に
係
る
医
療
費
の

自
己
負
担
額
の
全
額
が
助
成
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

所
持
者
を
対
象
に
、
全
て
の
診
療
科
の

入
院
に
係
る
保
険
診
療
分
の
自
己
負
担

額
の
２
分
の
１
を
助
成
し
て
お
り
、
県

内
で
も
先
駆
的
な
事
業
で
あ
る
。

本
年
10
月
か
ら
の
県
の
制
度
改
正

を
踏
ま
え
、
能
美
市
と
し
て
精
神

障
害
者
の
医
療
費
助
成
と
、
65
歳
以
上

の
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
現
物
給
付

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

よ
り
一
層
の
外
国
語
教
育
の
充
実
と
国

際
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
所
管
の

明
確
化民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
福
祉
課

直
轄
と
し
て
、
業
務
を
推
進
し
て

は
ど
う
か

個
人
や
世
帯
の
抱
え
る
課
題
が
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
く
中
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が
重
要
と

な
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
専
門
性
を
持
つ
人
材
を

有
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
支
援
体
制
を

整
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
社

会
福
祉
協
議
会
に
事
務
局
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

生
ご
み
の
減
量
化

コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
補
助
制
度
の
廃

止
の
理
由
と
ご
み
の
資
源
化
・
減

量
化
の
推
進
に
つ
い
て
問
う

生
ご
み
を
堆
肥
化
で
き
る
コ
ン
ポ

ス
ト
の
周
知
が
で
き
た
こ
と
と
、

ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向

上
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
補
助
制
度
を

廃
止
し
た
。

　
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ア
プ
リ

に
よ
る
分
別
方
法
の
周
知
、
町
会
・
町

内
会
の
協
力
に
よ
る
分
別
指
導
・
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

 

外
国
人
技
能
実
習
生
へ
の
支
援

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
厳
し
い
外
国

人
技
能
実
習
生
へ
の
支
援
に
つ
い

て
問
う支

援
策
と
し
て
は
、
国
の
特
別
定

額
給
付
金
の
給
付
や
、
技
能
実
習

生
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
者
へ
の
雇
用

調
整
助
成
金
の
支
援
等
が
あ
る
。

　
ま
た
、
能
美
市
国
際
交
流
協
会
と
連

携
し
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
外
国
人

に
対
し
て
、
制
度
や
事
業
の
通
訳
案
内

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 

国
際
交
流
員
の
配
置
と
活
用

国
際
交
流
の
推
進
を
図
る
た
め
に

も
国
際
交
流
員
を
配
置
す
べ
き
で

は
な
い
か

現
在
、
能
美
市
国
際
交
流
協
会
に

は
、
国
際
交
流
員
と
し
て
の
ス
キ

ル
を
兼
ね
備
え
た
ロ
シ
ア
出
身
の
職
員

が
在
籍
し
、
さ
ら
に
、
英
語
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
が
堪
能
な
職
員
が
順
次
加
わ

り
、
国
際
交
流
員
が
果
た
す
べ
き
機
能

を
十
分
に
備
え
る
体
制
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
こ
の
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、

問質般一問質般一

は
２
０
０
０
円
の
助
成
と
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
、
事
前
の
申
請
手
続
き

を
無
く
し
、
対
象
者
全
員
に
助
成
券
を

郵
送
し
て
お
り
、
今
年
度
も
10
月
上
旬

に
届
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
全
額
助
成
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
希
望
者
全
員
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
、
加
え
て
市
独

自
の
助
成
拡
充
が
で
き
な
い
か
問
う

今
期
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
、
市
医
師
会
と
協
議

し
、
例
年
よ
り
約
２
週
間
早
い
10
月
１

日
か
ら
接
種
で
き
る
体
制
を
整
え
、
９

月
末
に
案
内
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
委
託
料
は
４
１
９
０
円
で
、
自
己
負

担
は
１
２
０
０
円
、
非
課
税
世
帯
は
６

０
０
円
、
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
と

し
、
負
担
軽
減
を
し
て
い
る
。（※

）

　
今
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
同
時
流
行
を
見
込
み
、
高
齢
者

の
重
症
化
予
防
を
強
化
し
、
よ
り
多
く

の
方
に
接
種
し
て
も
ら
う
た
め
の
助
成

の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。

子
ど
も
や
高
齢
者
の
予
防
接
種
の

現
状
と
対
応

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
へ
の
不
安
か
ら
控
え
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
現
状
と
接
種
遅
れ
が
あ

る
場
合
の
対
応
を
問
う

新
生
児
訪
問
で
、
接
種
を
控
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
説
明
し
て
い
る
。

法
で
規
定
さ
れ
た
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

は
、
自
費
で
の
接
種
と
な
る
た
め
、
未

接
種
の
方
に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
す
る

予
定
で
あ
る
。
な
お
、
長
期
に
わ
た
り

療
養
が
必
要
な
疾
病
に
よ
り
期
限
を
逃

し
た
場
合
以
外
は
、
予
防
接
種
法
に
基

づ
き
健
康
被
害
へ
の
補
償
面
か
ら
、
市

独
自
で
の
延
長
は
考
え
て
い
な
い
。

予
防
接
種
を
控
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

今
期
は
接
種
費
用
を
全
額
免
除
で
き
な

い
か

任
意
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
が

費
用
を
自
由
に
設
定
で
き
る
た

め
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
１
０
０
０
円
、
お
た
ふ
く
風
邪

Q QAQ

QA

AQA

A

づ
く
り
に
着
手
す
る
。
北
国
街
道
を
楽

し
く
歩
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ド
ラ
イ

ブ
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
す
る
こ
と

で
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ふ
さ
わ

し
い
旅
行
プ
ラ
ン
の
提
案
に
も
な
る
と

考
え
て
い
る
。

９
月
補
正
予
算
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
所
見
と
本
年
度
の
財
政

見
通
し９

月
補
正
予
算
の
所
見
は

９
月
補
正
を
含
め
て
５
度
の
補
正

予
算
を
編
成
し
、
「
安
全
安
心
対

策
」
「
家
計
対
策
」
「
経
済
対
策
」
の

３
本
の
柱
に
よ
り
、
効
果
的
な
対
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
た
。

　
市
民
の
生
活
へ
の
支
援
策
、
事
業
者

の
事
業
継
続
や
雇
用
を
後
押
し
す
る
支

援
策
も
補
完
・
強
化
し
、
誰
も
が
安
全

安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
「
能
美
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
年
度
の
財
政
見
通
し
は

財
政
の
見
通
し
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
適
切
な
事
業
執
行
を
し
つ

つ
も
、
一
層
の
歳
出
抑
制
に
努
め
、
国

の
財
政
支
援
を
活
用
す
る
ほ
か
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、
財
源
の
捻

出
に
努
め
た
い
。

 

地
域
経
済
刺
激
策

第
２
弾
の
内
容
を
問
う
。
ま
た
、

第
３
弾
は
あ
る
の
か

第
１
弾
の
「
の
み
応
援
特
典
券
」

方
式
を
拡
充
し
て
、
家
計
応
援
と

店
舗
支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
第
３
弾
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
状

況
や
財
源
を
見
極
め
、
時
宜
に
か
な
っ

た
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

旧
北
国
街
道
の
活
用

景
観
保
存
と
新
博
物
館
と
の
連
携

に
つ
い
て
問
う

旧
北
国
街
道
沿
い
に
残
る
歴
史
や

文
化
を
遺
産
と
し
て
再
認
識
す
る

こ
と
は｢

ま
ち
お
こ
し｣

の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
な
る
。
広
く
市
民
に
伝
承
し
て

い
く
た
め
に
も
、
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
旧
北
国
街
道
に
関
連
し
た

展
示
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

オ
ー
ル
加
賀
会
議
で
の
事
業
内
容

を
問
う

本
年
度
、
北
国
街
道
な
ど
を
活
用

し
た
広
域
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

QQ

山本 　悟 議員
大　志

嵐　 昭夫 議員
市　民

倉元 正順 議員 卯野 修三 議員
勇　気

AQA QA

QAQA

QA A

QAQA

精神障害者保健福祉手帳1級所持者の通院・入院
に係る助成が拡充

精神科にかかる通院と入院費用のみの助成
全ての診療科で、通院と入院における自己
負担額が全額助成に

改正のポイント

【これまで】
【これから】

病院の窓口で支払い、その後償還払いの申
請が必要
資格者証を医療機関の窓口で提示すること
で、医療費の負担がゼロに

【これまで】
　
【これから】

①

65歳以上の対象者が窓口払い不要に（現物給付）②

※現在、自己負担は500円、非課税世帯は200円と助成が拡充されています。
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県
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
能
美
市

で
も
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
精
神
障
害
者
保
健
手
帳

１
級
所
持
者
は
全
て
の
診
療
科
で
、
通

院
ま
た
は
入
院
に
お
い
て
自
己
負
担
額

が
全
額
助
成
と
な
り
、
身
体
・
知
的
・

精
神
の
３
障
害
の
一
元
化
の
原
則
に
基

づ
き
、
公
平
な
医
療
費
の
助
成
制
度
と

な
る
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
に
な
る
と
、
こ
れ

ま
で
は
病
院
の
窓
口
で
支
払
い
、
そ
の

後
、
償
還
払
い
の
申
請
が
必
要
と
な
り

負
担
が
大
き
い
、
と
の
市
民
の
声
が
あ

っ
た
が
、
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
っ
て

現
物
給
付
と
な
り
、
障
が
い
の
あ
る
高

齢
者
が
よ
り
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

 

精
神
障
害
者
の
医
療
費
助
成

能
美
市
に
お
け
る
身
体
・
知
的
・

精
神
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
の
あ
る

方
々
へ
の
医
療
費
助
成
の
現
状
に
つ
い

て
問
う市

の
単
独
事
業
と
し
て
、
県
の
補

助
事
業
に
お
い
て
所
得
制
限
で
対

象
外
と
な
っ
た
方
、
療
育
手
帳
Ｂ
１
所

持
者
の
通
院
に
係
る
医
療
費
、
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ｂ
２

所
持
者
の
通
院
及
び
入
院
に
係
る
医
療

費
を
対
象
に
、
全
て
の
診
療
科
の
受
診

に
つ
い
て
保
険
診
療
に
係
る
医
療
費
の

自
己
負
担
額
の
全
額
が
助
成
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

所
持
者
を
対
象
に
、
全
て
の
診
療
科
の

入
院
に
係
る
保
険
診
療
分
の
自
己
負
担

額
の
２
分
の
１
を
助
成
し
て
お
り
、
県

内
で
も
先
駆
的
な
事
業
で
あ
る
。

本
年
10
月
か
ら
の
県
の
制
度
改
正

を
踏
ま
え
、
能
美
市
と
し
て
精
神

障
害
者
の
医
療
費
助
成
と
、
65
歳
以
上

の
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
現
物
給
付

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

よ
り
一
層
の
外
国
語
教
育
の
充
実
と
国

際
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
所
管
の

明
確
化民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
福
祉
課

直
轄
と
し
て
、
業
務
を
推
進
し
て

は
ど
う
か

個
人
や
世
帯
の
抱
え
る
課
題
が
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
く
中
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が
重
要
と

な
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
専
門
性
を
持
つ
人
材
を

有
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
支
援
体
制
を

整
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
社

会
福
祉
協
議
会
に
事
務
局
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

生
ご
み
の
減
量
化

コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
補
助
制
度
の
廃

止
の
理
由
と
ご
み
の
資
源
化
・
減

量
化
の
推
進
に
つ
い
て
問
う

生
ご
み
を
堆
肥
化
で
き
る
コ
ン
ポ

ス
ト
の
周
知
が
で
き
た
こ
と
と
、

ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向

上
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
補
助
制
度
を

廃
止
し
た
。

　
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ア
プ
リ

に
よ
る
分
別
方
法
の
周
知
、
町
会
・
町

内
会
の
協
力
に
よ
る
分
別
指
導
・
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

 

外
国
人
技
能
実
習
生
へ
の
支
援

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
厳
し
い
外
国

人
技
能
実
習
生
へ
の
支
援
に
つ
い

て
問
う支

援
策
と
し
て
は
、
国
の
特
別
定

額
給
付
金
の
給
付
や
、
技
能
実
習

生
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
者
へ
の
雇
用

調
整
助
成
金
の
支
援
等
が
あ
る
。

　
ま
た
、
能
美
市
国
際
交
流
協
会
と
連

携
し
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
外
国
人

に
対
し
て
、
制
度
や
事
業
の
通
訳
案
内

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 

国
際
交
流
員
の
配
置
と
活
用

国
際
交
流
の
推
進
を
図
る
た
め
に

も
国
際
交
流
員
を
配
置
す
べ
き
で

は
な
い
か

現
在
、
能
美
市
国
際
交
流
協
会
に

は
、
国
際
交
流
員
と
し
て
の
ス
キ

ル
を
兼
ね
備
え
た
ロ
シ
ア
出
身
の
職
員

が
在
籍
し
、
さ
ら
に
、
英
語
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
が
堪
能
な
職
員
が
順
次
加
わ

り
、
国
際
交
流
員
が
果
た
す
べ
き
機
能

を
十
分
に
備
え
る
体
制
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
こ
の
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、

問質般一問質般一

は
２
０
０
０
円
の
助
成
と
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
、
事
前
の
申
請
手
続
き

を
無
く
し
、
対
象
者
全
員
に
助
成
券
を

郵
送
し
て
お
り
、
今
年
度
も
10
月
上
旬

に
届
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
全
額
助
成
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
希
望
者
全
員
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
、
加
え
て
市
独

自
の
助
成
拡
充
が
で
き
な
い
か
問
う

今
期
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
、
市
医
師
会
と
協
議

し
、
例
年
よ
り
約
２
週
間
早
い
10
月
１

日
か
ら
接
種
で
き
る
体
制
を
整
え
、
９

月
末
に
案
内
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
委
託
料
は
４
１
９
０
円
で
、
自
己
負

担
は
１
２
０
０
円
、
非
課
税
世
帯
は
６

０
０
円
、
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
と

し
、
負
担
軽
減
を
し
て
い
る
。（※
）

　
今
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
同
時
流
行
を
見
込
み
、
高
齢
者

の
重
症
化
予
防
を
強
化
し
、
よ
り
多
く

の
方
に
接
種
し
て
も
ら
う
た
め
の
助
成

の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。

子
ど
も
や
高
齢
者
の
予
防
接
種
の

現
状
と
対
応

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
へ
の
不
安
か
ら
控
え
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
現
状
と
接
種
遅
れ
が
あ

る
場
合
の
対
応
を
問
う

新
生
児
訪
問
で
、
接
種
を
控
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
説
明
し
て
い
る
。

法
で
規
定
さ
れ
た
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

は
、
自
費
で
の
接
種
と
な
る
た
め
、
未

接
種
の
方
に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
す
る

予
定
で
あ
る
。
な
お
、
長
期
に
わ
た
り

療
養
が
必
要
な
疾
病
に
よ
り
期
限
を
逃

し
た
場
合
以
外
は
、
予
防
接
種
法
に
基

づ
き
健
康
被
害
へ
の
補
償
面
か
ら
、
市

独
自
で
の
延
長
は
考
え
て
い
な
い
。

予
防
接
種
を
控
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

今
期
は
接
種
費
用
を
全
額
免
除
で
き
な

い
か

任
意
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
が

費
用
を
自
由
に
設
定
で
き
る
た

め
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
１
０
０
０
円
、
お
た
ふ
く
風
邪

Q QAQ

QA

AQA

A

づ
く
り
に
着
手
す
る
。
北
国
街
道
を
楽

し
く
歩
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ド
ラ
イ

ブ
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
す
る
こ
と

で
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ふ
さ
わ

し
い
旅
行
プ
ラ
ン
の
提
案
に
も
な
る
と

考
え
て
い
る
。

９
月
補
正
予
算
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
所
見
と
本
年
度
の
財
政

見
通
し９

月
補
正
予
算
の
所
見
は

９
月
補
正
を
含
め
て
５
度
の
補
正

予
算
を
編
成
し
、
「
安
全
安
心
対

策
」
「
家
計
対
策
」
「
経
済
対
策
」
の

３
本
の
柱
に
よ
り
、
効
果
的
な
対
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
た
。

　
市
民
の
生
活
へ
の
支
援
策
、
事
業
者

の
事
業
継
続
や
雇
用
を
後
押
し
す
る
支

援
策
も
補
完
・
強
化
し
、
誰
も
が
安
全

安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
「
能
美
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
年
度
の
財
政
見
通
し
は

財
政
の
見
通
し
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
適
切
な
事
業
執
行
を
し
つ

つ
も
、
一
層
の
歳
出
抑
制
に
努
め
、
国

の
財
政
支
援
を
活
用
す
る
ほ
か
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、
財
源
の
捻

出
に
努
め
た
い
。

 

地
域
経
済
刺
激
策

第
２
弾
の
内
容
を
問
う
。
ま
た
、

第
３
弾
は
あ
る
の
か

第
１
弾
の
「
の
み
応
援
特
典
券
」

方
式
を
拡
充
し
て
、
家
計
応
援
と

店
舗
支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
第
３
弾
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
状

況
や
財
源
を
見
極
め
、
時
宜
に
か
な
っ

た
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

旧
北
国
街
道
の
活
用

景
観
保
存
と
新
博
物
館
と
の
連
携

に
つ
い
て
問
う

旧
北
国
街
道
沿
い
に
残
る
歴
史
や

文
化
を
遺
産
と
し
て
再
認
識
す
る

こ
と
は｢

ま
ち
お
こ
し｣

の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
な
る
。
広
く
市
民
に
伝
承
し
て

い
く
た
め
に
も
、
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
旧
北
国
街
道
に
関
連
し
た

展
示
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

オ
ー
ル
加
賀
会
議
で
の
事
業
内
容

を
問
う

本
年
度
、
北
国
街
道
な
ど
を
活
用

し
た
広
域
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

QQ

山本 　悟 議員
大　志

嵐　 昭夫 議員
市　民

倉元 正順 議員 卯野 修三 議員
勇　気

AQA QA

QAQA

QA A

QAQA

精神障害者保健福祉手帳1級所持者の通院・入院
に係る助成が拡充

精神科にかかる通院と入院費用のみの助成
全ての診療科で、通院と入院における自己
負担額が全額助成に

改正のポイント

【これまで】
【これから】

病院の窓口で支払い、その後償還払いの申
請が必要
資格者証を医療機関の窓口で提示すること
で、医療費の負担がゼロに

【これまで】
　
【これから】

①

65歳以上の対象者が窓口払い不要に（現物給付）②

※現在、自己負担は500円、非課税世帯は200円と助成が拡充されています。
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で
き
、
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

市
独
自
に
、
医
療
・
介
護
・
保
育

等
関
係
者
に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
で
き
な
い
か
、
対
応
を
問
う

現
在
は
、
感
染
症
法
に
基
づ
き
県

な
ど
が
必
要
と
判
断
し
た
方
に
対

し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
は
身
近
な
医
療
機
関
で
も
医

師
が
必
要
と
し
た
方
に
検
査
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　
市
独
自
の
定
期
的
な
検
査
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
動
向
を
見
極
め
、
判
断
し

て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
命
を
保
障

す
る
環
境
整
備
と
し
て
少
人
数
学

級
の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
が
、
認
識

と
展
望
、
課
題
に
つ
い
て
問
う

分
散
登
校
に
よ
っ
て
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
よ
り
教
員
の
目
が

行
き
届
き
、
丁
寧
な
指
導
が
で
き
る
こ

と
を
実
感
し
た
。
豊
か
な
学
び
の
保
障

と
「
３
密
」
を
防
ぐ
面
で
も
、
少
人
数

学
級
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
た
。

　
一
方
で
、
空
き
教
室
や
教
員
不
足
、

財
政
上
の
課
題
も
あ
り
、
実
現
に
は
国

の
法
整
備
に
よ
る
教
職
員
定
数
改
善
と

教
育
予
算
拡
充
が
必
要
と
考
え
る
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

要
望
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の

強
化

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

の
同
時
流
行
が
予
測
さ
れ
る
。
市
の
検

査
体
制
と
対
策
を
問
う

県
は
９
月
２
日
に
、
１
日
当
た
り

の
検
査
能
力
を
最
大
１
５
０
０
件

ま
で
拡
充
す
る
方
針
を
出
し
、
帰
国

者
・
接
触
者
外
来
を
担
う
医
療
機
関
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
を
増
設
す
る
と
し
て

い
る
。
県
や
医
師
会
と
連
絡
を
密
に

し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

市
立
病
院
に
「
発
熱
外
来
」
の
整

備
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

診
療
体
制
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
ど
の

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
か

市
立
病
院
は
協
力
医
療
機
関
と
し

て
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
機
能
を

担
い
、
４
床
の
専
用
病
床
を
確
保
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
患
者
や
医
療
従
事
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
「
専
用
診
療
ス
ペ
ー

ス
」
を
整
備
す
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器

が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
短
時
間
で
診
断
が

Q
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一
目
で
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。
ま

た
、
ポ
ス
タ
ー
サ
イ
ズ
を
従
来
の
２
倍

に
拡
大
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
も
Ｐ
Ｒ
を
行
う
改
善
策
を
講
じ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

の
申
請
数
と
周
知
方
法
に
つ
い
て
問
う

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
申
請
は

８
月
末
時
点
で
47
件
、
26
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
広

報
の
み
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

加
え
て
７
月
中
旬
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
る
全
世
帯
へ
納
税
通
知
書
を

発
送
し
た
際
に
、
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て

個
別
周
知
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策
は

国
・
県
・
市
と
多
岐
に
わ
た
り
分

か
り
に
く
い
。
常
設
の
相
談
窓
口
が
必

要
で
な
い
か

８
月
３
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
、
寺
井
分
室
で
週
に
３
回
中
小

企
業
診
断
士
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
。
10
月
以
降
に
つ
い
て
は
、

実
績
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
施
設

利
用
者
や
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
見
学

は
、
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
る
。
「
回
想
法
」
目
的

に
お
け
る
観
覧
料
の
免
除
規
定
を
検
討

で
き
な
い
か

旧
市
立
博
物
館
に
お
い
て
も
、
多

く
の
介
護
施
設
の
方
に
来
館
い
た

だ
い
た
。
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
お
い
て
も
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
て
お
り
、
当

時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う

な
空
間
で
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た

生
活
用
品
、
農
耕
具
な
ど
を
観
覧
で
き

る
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
「
回
想
法
」

等
で
利
用
し
や
す
い
展
示
室
を
設
け
、

観
覧
料
に
つ
い
て
も
高
齢
者
の
方
へ
の

負
担
軽
減
措
置
を
講
じ
て
い
る
が
、
今

後
、
介
護
施
設
の
利
用
者
の
意
見
、
要

望
を
聞
き
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

 

新
博
物
館
に
つ
い
て

本
年
10
月
に
開
館
す
る
「
能
美
ふ

る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
市
民

が
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
に
、

特
定
の
日
に
お
い
て
観
覧
料
が
無
料
と

な
る
「
市
民
開
放
日
」
を
設
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
か

一
度
訪
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
必

ず
二
度
、
三
度
と
足
を
運
び
た
く

な
る
「
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
博
物

館
」
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
能
美
へ
の
愛
着
と
誇
り
、
隠

れ
た
魅
力
の
再
発
見
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
開
放
日
を
設
け
、
市
民
が
テ
ー

マ
展
示
室
を
無
料
で
観
覧
で
き
る
日
を

設
定
す
る
こ
と
は
、
大
変
有
効
な
施
策

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
候
補

日
と
し
て
、
能
美
市
が
誕
生
し
た
２
月

１
日
や
、
博
物
館
の
竣
工
日
で
能
美
古

墳
群
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
日
で
あ

る
10
月
17
日
な
ど
、
博
物
館
の
展
示
と

も
関
連
付
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策
を
施
し
た
上
で
、
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

 

小
規
模
業
者
の
経
済
対
策

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
経
営
に
ど
の
よ

う
な
困
難
が
生
じ
て
い
る
か
、
具

体
例
を
問
う

能
美
市
商
工
会
と
の
情
報
交
換
、

市
内
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査

に
よ
っ
て
現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
飲
食
業
や
理
美
容
業
、
療
術
業
を
は

じ
め
、
幅
広
い
業
種
に
影
響
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

経
済
対
策
の
利
用
状
況
と
市
内
店

舗
応
援
事
業
の
追
加
措
置
に
つ
い

て
問
う新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
市
民
の
家
計
応
援

及
び
市
内
店
舗
に
お
け
る
消
費
回
復
を

目
的
と
し
た
「
の
み
応
援
特
典
券
」
に

つ
い
て
は
、
９
月
７
日
現
在
で
取
扱
店

舗
か
ら
約
１
万
５
０
０
０
枚
の
換
金
申

請
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
42
・
８
％

の
世
帯
に
あ
た
る
。

　
10
月
に
再
度
実
施
す
る
際
に
は
、
広

報
の
み
10
月
号
の
表
紙
を
「
の
み
応
援

特
典
券
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

Q
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北村 周士 議員
　

A

QA

AQA

QAQA

AQA

QAQA

能美市議会では、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、当面の間、定例会本会議の傍聴を自粛い
ただいておりますが、テレビ小松のケーブルテレビ「の
みチャンネル」にてご覧いただくことができます。
本会議の模様は生中継され、開催当日の夜にも録画放
送されているほか、過去の映像をインターネットで配信
しています。
また、能美市議会では「手話通訳」を導入しており、
テレビやスマホ画面の小窓でも手話通訳をご覧いただけ
ますので、あわせてチェックしてみてください。

※一部、ケーブルテレビが受信できない地域があります。

能美市議会では、定例会の内容を分かりやすくお届けする
市議会報告番組『なるほど議会』もケーブルテレビで放送、
インターネットで配信しています。

ケーブルテレビで本会議を視聴できますケーブルテレビで本会議を視聴できます

「なるほど議会」もチェック

検索能美市議会映像配信

検索なるほど議会

「電化製品が広まる前のくらし」の展示

広報のみ10月号の表紙

令和２年第３回定例会分の放送日 令和２年10月31日㈯～11月29日㈰
午後２時20分～、午後４時～
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で
き
、
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

市
独
自
に
、
医
療
・
介
護
・
保
育

等
関
係
者
に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
で
き
な
い
か
、
対
応
を
問
う

現
在
は
、
感
染
症
法
に
基
づ
き
県

な
ど
が
必
要
と
判
断
し
た
方
に
対

し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
は
身
近
な
医
療
機
関
で
も
医

師
が
必
要
と
し
た
方
に
検
査
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　
市
独
自
の
定
期
的
な
検
査
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
動
向
を
見
極
め
、
判
断
し

て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
命
を
保
障

す
る
環
境
整
備
と
し
て
少
人
数
学

級
の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
が
、
認
識

と
展
望
、
課
題
に
つ
い
て
問
う

分
散
登
校
に
よ
っ
て
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
よ
り
教
員
の
目
が

行
き
届
き
、
丁
寧
な
指
導
が
で
き
る
こ

と
を
実
感
し
た
。
豊
か
な
学
び
の
保
障

と
「
３
密
」
を
防
ぐ
面
で
も
、
少
人
数

学
級
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
た
。

　
一
方
で
、
空
き
教
室
や
教
員
不
足
、

財
政
上
の
課
題
も
あ
り
、
実
現
に
は
国

の
法
整
備
に
よ
る
教
職
員
定
数
改
善
と

教
育
予
算
拡
充
が
必
要
と
考
え
る
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

要
望
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の

強
化

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

の
同
時
流
行
が
予
測
さ
れ
る
。
市
の
検

査
体
制
と
対
策
を
問
う

県
は
９
月
２
日
に
、
１
日
当
た
り

の
検
査
能
力
を
最
大
１
５
０
０
件

ま
で
拡
充
す
る
方
針
を
出
し
、
帰
国

者
・
接
触
者
外
来
を
担
う
医
療
機
関
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
を
増
設
す
る
と
し
て

い
る
。
県
や
医
師
会
と
連
絡
を
密
に

し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

市
立
病
院
に
「
発
熱
外
来
」
の
整

備
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

診
療
体
制
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
ど
の

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
か

市
立
病
院
は
協
力
医
療
機
関
と
し

て
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
機
能
を

担
い
、
４
床
の
専
用
病
床
を
確
保
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
患
者
や
医
療
従
事
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
「
専
用
診
療
ス
ペ
ー

ス
」
を
整
備
す
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器

が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
短
時
間
で
診
断
が
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一
目
で
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。
ま

た
、
ポ
ス
タ
ー
サ
イ
ズ
を
従
来
の
２
倍

に
拡
大
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
も
Ｐ
Ｒ
を
行
う
改
善
策
を
講
じ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

の
申
請
数
と
周
知
方
法
に
つ
い
て
問
う

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
申
請
は

８
月
末
時
点
で
47
件
、
26
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
広

報
の
み
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

加
え
て
７
月
中
旬
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
る
全
世
帯
へ
納
税
通
知
書
を

発
送
し
た
際
に
、
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て

個
別
周
知
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策
は

国
・
県
・
市
と
多
岐
に
わ
た
り
分

か
り
に
く
い
。
常
設
の
相
談
窓
口
が
必

要
で
な
い
か

８
月
３
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
、
寺
井
分
室
で
週
に
３
回
中
小

企
業
診
断
士
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
。
10
月
以
降
に
つ
い
て
は
、

実
績
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
施
設

利
用
者
や
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
見
学

は
、
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
る
。
「
回
想
法
」
目
的

に
お
け
る
観
覧
料
の
免
除
規
定
を
検
討

で
き
な
い
か

旧
市
立
博
物
館
に
お
い
て
も
、
多

く
の
介
護
施
設
の
方
に
来
館
い
た

だ
い
た
。
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
お
い
て
も
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
て
お
り
、
当

時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う

な
空
間
で
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た

生
活
用
品
、
農
耕
具
な
ど
を
観
覧
で
き

る
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
「
回
想
法
」

等
で
利
用
し
や
す
い
展
示
室
を
設
け
、

観
覧
料
に
つ
い
て
も
高
齢
者
の
方
へ
の

負
担
軽
減
措
置
を
講
じ
て
い
る
が
、
今

後
、
介
護
施
設
の
利
用
者
の
意
見
、
要

望
を
聞
き
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

 

新
博
物
館
に
つ
い
て

本
年
10
月
に
開
館
す
る
「
能
美
ふ

る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
市
民

が
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
に
、

特
定
の
日
に
お
い
て
観
覧
料
が
無
料
と

な
る
「
市
民
開
放
日
」
を
設
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
か

一
度
訪
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
必

ず
二
度
、
三
度
と
足
を
運
び
た
く

な
る
「
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
博
物

館
」
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
能
美
へ
の
愛
着
と
誇
り
、
隠

れ
た
魅
力
の
再
発
見
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
開
放
日
を
設
け
、
市
民
が
テ
ー

マ
展
示
室
を
無
料
で
観
覧
で
き
る
日
を

設
定
す
る
こ
と
は
、
大
変
有
効
な
施
策

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
候
補

日
と
し
て
、
能
美
市
が
誕
生
し
た
２
月

１
日
や
、
博
物
館
の
竣
工
日
で
能
美
古

墳
群
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
日
で
あ

る
10
月
17
日
な
ど
、
博
物
館
の
展
示
と

も
関
連
付
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策
を
施
し
た
上
で
、
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

 

小
規
模
業
者
の
経
済
対
策

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
経
営
に
ど
の
よ

う
な
困
難
が
生
じ
て
い
る
か
、
具

体
例
を
問
う

能
美
市
商
工
会
と
の
情
報
交
換
、

市
内
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査

に
よ
っ
て
現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
飲
食
業
や
理
美
容
業
、
療
術
業
を
は

じ
め
、
幅
広
い
業
種
に
影
響
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

経
済
対
策
の
利
用
状
況
と
市
内
店

舗
応
援
事
業
の
追
加
措
置
に
つ
い

て
問
う新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
市
民
の
家
計
応
援

及
び
市
内
店
舗
に
お
け
る
消
費
回
復
を

目
的
と
し
た
「
の
み
応
援
特
典
券
」
に

つ
い
て
は
、
９
月
７
日
現
在
で
取
扱
店

舗
か
ら
約
１
万
５
０
０
０
枚
の
換
金
申

請
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
42
・
８
％

の
世
帯
に
あ
た
る
。

　
10
月
に
再
度
実
施
す
る
際
に
は
、
広

報
の
み
10
月
号
の
表
紙
を
「
の
み
応
援

特
典
券
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
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QAQA
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能美市議会では、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、当面の間、定例会本会議の傍聴を自粛い
ただいておりますが、テレビ小松のケーブルテレビ「の
みチャンネル」にてご覧いただくことができます。
本会議の模様は生中継され、開催当日の夜にも録画放
送されているほか、過去の映像をインターネットで配信
しています。
また、能美市議会では「手話通訳」を導入しており、
テレビやスマホ画面の小窓でも手話通訳をご覧いただけ
ますので、あわせてチェックしてみてください。

※一部、ケーブルテレビが受信できない地域があります。

能美市議会では、定例会の内容を分かりやすくお届けする
市議会報告番組『なるほど議会』もケーブルテレビで放送、
インターネットで配信しています。

ケーブルテレビで本会議を視聴できますケーブルテレビで本会議を視聴できます

「なるほど議会」もチェック

検索能美市議会映像配信

検索なるほど議会

「電化製品が広まる前のくらし」の展示

広報のみ10月号の表紙

令和２年第３回定例会分の放送日 令和２年10月31日㈯～11月29日㈰
午後２時20分～、午後４時～
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委員会行政視察委員会行政視察委員会行政視察
　議会では、毎年、行政視察を行っています。議員が先進地を視察し、広く見識を深めることにより
市政の発展に寄与することを目的としています。
　今号では、教育福祉常任委員会、議会の活性化に関する検討会の視察内容を報告します。

教育福祉常任委員会の所管となる新博物館「能美ふるさとミュージアム」の開館前の視察を令和２年

９月11日に学芸員の案内のもと実施した。

館内には常設展示室はもとより、ミュージアムギャラリーや特別展示室、こどもミュージアム“のみ

っけ”、体験棟等が整えられており、文化団体やサークル活動グループ、未就園児から小中学生まで幅広

い世代が親しめるようになっている。

収蔵庫は、防火・調温・調湿設備が施された上で、これまで石川県立美術館に寄託していた石川県指

定文化財の「絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

白
はく

山
さん

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

」を、能美市が管理できるようになった。博物館の資料保存の責

任が果たされる重要な設備である。

常設展示室は、まもなく迎える加賀立国1200年（823年に加賀国が誕生し、能美郡が設置された）の

歴史をたどることができ、今後の活用も期待される。

文化財は市民共有の財産であり、その保存と公開は市民が能美市の歴史を知る上での重要な資料とな

る。多くの方々に親しまれ、賑わいのある博物館運営が期待される。

教育福祉常任委員会
当検討会では、議会のペーパーレス化と議会運営の効率化を目的に、議会におけるタブレット端末
の導入を検討している。
導入するタブレット端末や文書共有システム等の選定に係る情報を収集するため、令和２年10月１
日に小松市・白山市議会への行政視察を行い、タブレット端末の導入の経緯や使用方法などについて
説明を受けた。

小松市議会では、平成29年4
月よりタブレット端末を導入し
ていた。タブレット端末は画面
サイズの大きいApp l e社の
「iPad Pro 12.9インチ」が採
用されており、Ａ４サイズの資
料がほぼ原寸大で閲覧できるこ
とから、資料が見やすいとの印
象を受けた。
また、文書共有システムにつ
いては「moreNOTE」が導入さ
れており、メモや画面同期、文
書検索など使用する上で便利な
機能が搭載されていた。

白山市議会では、平成29年6
月より導入していた。タブレッ
ト端末の持ち出しを前提とした
運用をしており、機動性の高い
コンパクトな「iPad 9.7イン
チ」が採用されていた。
また、LTEモデルを使用して
おり、どこからでも安定した通
信が行えることに加え、テレビ
会議などへの利活用も検討され
ていた。
文書共有システムは、小松市
議会と同様に「moreNOTE」が
導入されていた。

両議会において、タブレット端末の運用方法が異なっており、多様な使い方や活用方法があること
を改めて認識できた。また、タブレット端末の導入により、ペーパーレス化に寄与していることも確
認できた。
なお、当委員会では令和２年９月25日にタブレット端末のデモンストレーションも行っており、今
回の行政視察やデモ体験の結果などを踏まえて、どのような端末やシステム等を導入するかを、今後
さらに検討していきたい。

石川県小松市
石川県白山市

石川県能美市

「タブレット端末の導入について」

「能美ふるさとミュージアムについて」

議会の活性化に関する検討会

小松市議会での操作確認の様子

白山市議会での概要説明を受けている様子

学芸員の解説を受けている様子
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　議会では、毎年、行政視察を行っています。議員が先進地を視察し、広く見識を深めることにより
市政の発展に寄与することを目的としています。
　今号では、教育福祉常任委員会、議会の活性化に関する検討会の視察内容を報告します。

教育福祉常任委員会の所管となる新博物館「能美ふるさとミュージアム」の開館前の視察を令和２年

９月11日に学芸員の案内のもと実施した。

館内には常設展示室はもとより、ミュージアムギャラリーや特別展示室、こどもミュージアム“のみ

っけ”、体験棟等が整えられており、文化団体やサークル活動グループ、未就園児から小中学生まで幅広

い世代が親しめるようになっている。

収蔵庫は、防火・調温・調湿設備が施された上で、これまで石川県立美術館に寄託していた石川県指

定文化財の「絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

白
はく

山
さん

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

」を、能美市が管理できるようになった。博物館の資料保存の責

任が果たされる重要な設備である。

常設展示室は、まもなく迎える加賀立国1200年（823年に加賀国が誕生し、能美郡が設置された）の

歴史をたどることができ、今後の活用も期待される。

文化財は市民共有の財産であり、その保存と公開は市民が能美市の歴史を知る上での重要な資料とな

る。多くの方々に親しまれ、賑わいのある博物館運営が期待される。

教育福祉常任委員会
当検討会では、議会のペーパーレス化と議会運営の効率化を目的に、議会におけるタブレット端末
の導入を検討している。
導入するタブレット端末や文書共有システム等の選定に係る情報を収集するため、令和２年10月１
日に小松市・白山市議会への行政視察を行い、タブレット端末の導入の経緯や使用方法などについて
説明を受けた。

小松市議会では、平成29年4
月よりタブレット端末を導入し
ていた。タブレット端末は画面
サイズの大きいApp l e社の
「iPad Pro 12.9インチ」が採
用されており、Ａ４サイズの資
料がほぼ原寸大で閲覧できるこ
とから、資料が見やすいとの印
象を受けた。
また、文書共有システムにつ
いては「moreNOTE」が導入さ
れており、メモや画面同期、文
書検索など使用する上で便利な
機能が搭載されていた。

白山市議会では、平成29年6
月より導入していた。タブレッ
ト端末の持ち出しを前提とした
運用をしており、機動性の高い
コンパクトな「iPad 9.7イン
チ」が採用されていた。
また、LTEモデルを使用して
おり、どこからでも安定した通
信が行えることに加え、テレビ
会議などへの利活用も検討され
ていた。
文書共有システムは、小松市
議会と同様に「moreNOTE」が
導入されていた。

両議会において、タブレット端末の運用方法が異なっており、多様な使い方や活用方法があること
を改めて認識できた。また、タブレット端末の導入により、ペーパーレス化に寄与していることも確
認できた。
なお、当委員会では令和２年９月25日にタブレット端末のデモンストレーションも行っており、今
回の行政視察やデモ体験の結果などを踏まえて、どのような端末やシステム等を導入するかを、今後
さらに検討していきたい。

石川県小松市
石川県白山市

石川県能美市

「タブレット端末の導入について」

「能美ふるさとミュージアムについて」

議会の活性化に関する検討会

小松市議会での操作確認の様子

白山市議会での概要説明を受けている様子

学芸員の解説を受けている様子
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広報特別委員会　委員長：北村 周士　副委員長：山下 毅　委員：嵐　昭夫、開道 昌信、佐伯富美子、卯野 修三

　私達は思いがけず、得体の知れない新型コロナウ
イルス感染症との闘いに直面しています。この不気
味な敵の存在を感じながら、日々、出来得る限りの
対策を講じています。
　しかし、今回の出来事は改めて『生きること』の
壮絶さ、尊さ、価値を痛感させられるきっかけとな
りました。自身、家族、友人が、健康で令和のこの

瞬間（とき）を生きている奇跡は、かけがえのない
ことなのです。
　今、身の回りに押し寄せる大量の情報に対して、
その真偽を見極める力、選択する力、活用する力が
求められています。正しく新しい情報に基づいた行
動力に磨きをかけながら、これからの「人生100年
時代」をアクティブに生き抜いていきましょう。

（開道 昌信）

『のみだより』へのご意見・ご感想や能美市
議会へのご意見などございましたら、下記の
宛先までお寄せください。

ご意見・ご感想
検索能美市議会映像配信

〒923-1297能美市来丸町1110番地
能美市議会事務局
ＴＥＬ：（0761）58-2240
Ｆ Ａ Ｘ：（0761）58-2295
Ｅ-mail：gikai@city.nomi.lg.jp

本会議の録画映像を
HPで配信しています

新型コロナウイルスの感染状況により
傍聴を自粛いただく場合がございます

令和2年

12月定例会のお知らせ
（会期：11月25日～12月14日）

●11月25日㈬ 提案理由説明
●12月  2日㈬ 一般質問
●12月  3日㈭ 一般質問
●12月14日㈪ 委員長報告
 討論、採決

７月

こんな活動をしていますこんな活動をしています
総務産業･･･総務産業常任委員会　　　
教育福祉･･･教育福祉常任委員会
予算決算･･･予算決算常任委員会

議会運営･･･議会運営委員会　　　
全員協議･･･議会全員協議会
広報特別･･･広報特別委員会

基本条例･･･議会基本条例検証調査特別委員会
活 性 化･･･議会の活性化に関する検討会

  6日 広報特別（議会だより67号の編集）

  7日 総務産業（各課報告）

 活性化（タブレット端末導入）

  8日 教育福祉（各課報告）

　 基本条例（条文評価・逐条解説）

10日 広報特別（議会だより67号の再編集）

  4日 総務産業（各課報告）

 議会運営（第３回定例会一般質問）

 活性化（タブレット端末導入）

  5日 教育福祉（各課報告）

 基本条例（条文改正）

25日 議会運営（第３回定例会会期日程）

 全員協議（　　　　　〃　　　　　）

  1日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（開会、議案上程、提案理由説明）

  4日 基本条例（逐条解説）

 活性化（タブレット端末導入）

  8日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（一般質問）

  9日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）

10日 予算決算全体会

11日 教育福祉、予算決算分科会（付託案件の審査）

14日 総務産業、予算決算分科会（　　　〃　　　）

17日 総務産業、教育福祉、予算決算分科会

 予算決算全体会 

 議会運営（第４回定例会会期日程他）

 活性化（タブレット端末導入）

18日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）

 広報特別（議会だより68号のレイアウト案）

25日 活性化（タブレット端末デモ実施）

能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。 第68号　能美市議会だより 16

８月

９月


